



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































糸とい�た原料の取引は行�ていなか�たため�横浜開港後 生糸値段 上昇 引き起こした原料不足による織物直段上昇の煽りで明治初年には急速に経営を悪化させてい�た�
　
次に中野家の在方縞買としての成長過程を見ていこう�管見の限りでは� 野家は明和期には縞買を始めていた
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































方縞買に分けられる�在方縞買たち 多くは�名主・地主・金貸しとして養蚕や織物に携わる百姓�織元�の経営を支えてきた�織元と密接な関係を持つ在方縞買の市場に対する影響力は大きく それは宿方縞買にと て脅威でもあ�た�その め�寛政期から文政期にかけて鑑札 交付や�座並�の変更を申しかけ�様々な対立を引き起こすことにな�た�
　
その一方で�八王子織物が江戸向け商品として広く認知されるようになると�江戸の大呉服屋が縞買たちに接近

























































の買継を勤めるようにな�たことがあげられる�第二は�一部の縞買及び織元のなかに賃織生産者を抱える者が出現したことである�第三 在方縞買のなかに八王子に店舗を構え�市を通さずに織物を集荷・販売する者が出はじめたこと�第四に八王子からかなり遠隔地に居住する者が縞買に参入してきたことがあげられる�このうち第四の事象は�八王子が地域市場として繁栄したこと より�それまで八王子周辺の地域市場を拠点としていた商人たちが八王子を市場として選んだこ による 第一から第三の事象は�八王子周辺地域が�養蚕・生糸・染色・織物までを一貫して行い�織物業が地場産業として展開し�それを縞買が把握していたことによる�
　
一八世紀後半�多摩地域の山間村落は養蚕・生糸・染色・織物を農間余業ではなく�再生産のために不可欠なも









































































































































































































































































































































































































�三井事業史�本篇第一巻 財団法人三井文庫 一九八〇年� 八八頁�
�
�三井事業史�本篇第一巻�四三八頁

・
�
�八王子買方式目�
�財団法人三井文庫所蔵�請求番号特一〇二一�
�
千葉経済論叢
　
第
42号
二
四
�
�江戸向店会所大坂店木綿方規矩�
�財団法人三井文庫所蔵�請求番号別五�
�
�
�三井事業史�本篇第一巻�四四九頁

・
�
�
江
戸
向
店
会
所
大
坂
店
木
綿
方
規
矩
��
財
団
法
人
三
井
文
庫
所
蔵�
請
求
番
号
別
五
��
越
後
屋
は
織
物
の
品
質
を
規
制
す
る
こ
と
で�　
　　
 買宿を統制しようとしていた�
�
�仲買関係史料集�二三�二四頁�
�
�東京市史稿�産業篇第四八巻�東京都�二〇〇七年�三三五頁�

・
�
�東京市史稿�産業篇第四八巻�三三三頁�
�
林玲子�近世の市場構造と流通�
�吉川弘文館�二〇〇〇年�一九五頁�
�
�織物史�六四三頁�

�
�
�織物史�六七五頁�
�
�仲買関係史料集 九九 一〇〇頁�
�
�
織
物
史
�
六
八
三
頁�
近
江
商
人
と
八
王
子
縞
買
と
の
口
銭
値
上
を
め
ぐ
る
一
件
は�
�
織
物
史
�
等
の
従
来
の
研
究
で
は�
八
王
子
縞
買
が
産
地
仕
分
問
屋
的
な
性
格
を
帯
び
る
契
機
に
な
�
た
事
件
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る�
産
地
仕
分
問
屋
的
な
経
営
は�
八
王
子
縞
買
本
来
の
経
営
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
�
た
が�
取
引
先
に
合
わ
せ
て
経
営
形
態
を
変
化
で
き
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る�
�
織
物
史
�
六
八
三
�六八五頁�
�しかし�
縞買が様々な経営形態を選択し得た背景にこそ�
地場産業の強固な展開を見ることができるのである�
�
武蔵国比企郡下古寺村岡本家文書�國學院大學所蔵�
�
岡本家の経営については�小川町の歴史�通史編
　
上巻�小川町�
二
〇〇三年 七三四�七四五頁を参照�

・
�
�小川町の歴史�上巻五五六�五五七頁�
�
�昭島市史�付篇�昭島市�一九七八年�三六四�三 五頁�
�
�織物史�五五六頁�
武州八王子に見る地域市場の展開
 ―
八王子縞買の動向を中心に
―　
�岩橋�
二
五
�
�織物史�五六三頁�
�
�織物史�五六六頁�
�いわはし
　
きよみ
　
本学非常勤講師�
